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環境とはなんでしょうか？ 

空気、水、生きもの、天気や気候

など私たちの生活に関わり、私たち

の周りにあるもの、すべてが「環境」

です。環境は、皆さんが安心して笑

顔で毎日を暮
く

らすために、とても大

切なものです。 

 

 

 

 

本書をどのように使うか？ 

環境問題を「気づこう」、「調べよう」、「考えよう」、「実行しよう」の４ステップで取り組むた

めの本です。
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はじめに 
 

 

 

 

みよし市は、大都市に近く、里山やため池といった豊
ゆた

かな自然が広がる住みよいまちとして発

展してきました。現代社会は、私たちの生活を豊
ゆた

かにする一方、石油などの限りある資源を大量

に消費したり、宅地化による自然の減少など、環境に対して様々な負の影響を与えています。 

環境負荷を抑
おさ

え、市民の皆さんが快適で健康的に暮らすことができるみよし市を次世代に伝え

ていくために、令和３年３月に『第２次みよし市環境基本計画』を策定
さくてい

しました。 

 

 

『第２次みよし市環境基本計画』では、市民・事業者・市（行政）が一体となって、豊かな自然

を身近に感じながら、安心して快適に暮
く

らすことのできる『まちづくり』を目指し、将来のみよ

し市の目指すまちの姿を『循環・共生する持続可能なずっと住みたいまち』としています。 

 

 

 

 

 

目指すまちの実現には、市民・事業者・市（行政）がお互
たが

いに力を合わせて行動する「協 働
きょうどう

」

が必要です。市民・事業者・市（行政）が環境のために取り組むべき行動を紹 介
しょうかい

します。 

市 民 
・ふだんの行動が、環境に影響を与えていることを理解します。 

・環境に配慮
はいりょ

した行動に自発的
じはつてき

に取り組みます。 

事業者 
・法律を守り、公害を防止した事業活動を進めます。 

・自然環境の保全や、省資源・省エネルギーに取り組みます。 

市（行政） 
・環境基本計画に定める市の取り組みを実施

じ っ し

します。 

・市民・事業者との協 働
きょうどう

により、環境保全の取り組みを推進します。 

 

第２次みよし市環境基本計画とは？ 

みよし市の環境を守るための計画です。 

将来のみよし市の姿を描いています。 

目指すまちの姿 

 

●「循環」とは 

 樹々を育ててきれいな空気をつくりだすことや、電気などのエネルギーを作り出し融通
ゆうずう

し

合うことや、市内で作った野菜や果物などを地域で作って地域で消費する事などを繰
く

り返す

ことです。 

●「共生」とは 

人間だけではなく動物や植物などと補
おぎな

いながら地域で生活することです。 

●「持続可能」とは 

地球環境や自然環境の適切な保全が、経済成長や社会と対立することなく互
たが

いに支え合

い、バランスを保っているような状態なことを言います。 

 循環・共生する持続可能なずっと住みたいまち 

市民・事業者・市（行政）の「協働による環境行動」により進めます。 
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目指すまちの姿 
 

『第２次みよし市環境基本計画』では５つのまちづくりの分野と目標を定めています。 

循環・共生する持続可能なずっと住みたいまち 将来像 

SDGs Goal 
まちづくりの分野 

●目指すまちの姿 

１ 脱炭素のまちづくり １ 脱炭素のまちづくり 

●創・省エネルギーなどの技術
ぎじゅつ

革新
かくしん

やビジネス創出
そうしゅつ

に 

より経済が活性化している。 

●太陽光発電などの導入により、無理のない低炭素型
て い た ん そ が た

 

の暮らしが定着している。 

２ 自然共生のまちづくり ２ 自然共生のまちづくり 

●多様な自然と風土を適切に保全するとともに、豊か 

な生態系ネットワークがまちの中に息づいている。 

３ 循環型のまちづくり ３ 循環型のまちづくり 

●廃棄物減量化がさらに進み、小型家電など資源の有 

効利用が実現している。 

●ごみ出し・収集での高齢者対策、有害物質対策や、 

災害廃棄物対策などの仕組みが構築されている。 

５ ５ 

●市民一人一人が環境に対する関心や自覚を高め、環境 

に配慮
はいりょ

した選択ができている。 

４ 安全・安心のまちづくり ４ 安全・安心のまちづくり 

●生活環境が汚染されることなく健全に維持され、起こ 

りうる気候
き こ う

変動
へんどう

や災害に備えたまちづくりによって、 

市民の健康と安全が守られている。 
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持続可能なみよし市を目指して 

『第２次みよし市環境基本計画』ではＳＤＧｓ
エスディージーズ

（持続可能な開発目標）の考え方を取り入れて『目

指すまちの姿』を設定しています。ＳＤＧｓ
エスディージーズ

は 2030 年までの 17 の目標（ゴール）が設定されていま

す。ＳＤＧｓ
エスディージーズ

の目標はそれぞれ関連しているので、一つの課題解決の行動により、複数の課題解決を

目指すことも可能であり、環境のみではなく、環境・経済・社会のつながりを考え、ともに解決して

いくことが大切になります。 

 

 

 

 災害に強いインフラを作り、持続可

能な形で産業を発展させイノベー

ションを推進していこう。 

 あらゆる場所のあらゆる貧困を終わ

らせよう。 
 国内および国家間の不平等を見直

そう。 

 飢餓を終わらせ、全ての人が一年を

通じて栄養のある十分な食料を確保

できるようにし、持続可能な農業を

促進しよう。 

 安全で災害に強く、持続可能な都市

および居住環境を実現しよう。 

 あらゆる年齢の全ての人々の健康な

生活を確保し、福祉を促進しよう。 
 持続可能な方法で生産し、消費する

取り組みを進めていこう。 

 全ての人が受けられる公正で質の高

い教育の完全普及を達成し、生涯に

わたって学習できる機会を増やそ

う。 

 気候変動およびその影響を軽減す

るための緊急対策を講じよう。 

 男女の平等を達成し、全ての女性お

よび女児の能力の可能性を伸ばそ

う。 

 持続可能な開発のために海洋資源

を保全し、持続可能な形で利用しよ

う。 

 全ての人が安全な水とトイレを利用

できるよう衛生環境を改善し、ずっ

と管理していけるようにしよう。 

 陸上の生態系や森林の保護・回復と

持続可能な利用を推進し、砂漠化と

土地の劣化に対処し、生物多様性の

損失を阻止しよう。 

 全ての人が、安くて安定した持続可

能な近代的エネルギーを利用できる

ようにしよう。 

 持続可能な開発のための平和的で

誰も置き去りにしない社会を促進

し、全ての人が法や制度で守られる

社会を構築しよう。 

 誰も取り残さない持続可能な経済成

長を促進し、全ての人が生産的で働

きがいのある人間らしい仕事に就く

ことができるようにしよう。 

 目標の達成のために必要な手段を

強化し、持続可能な開発にむけて世

界のみんなで協力しよう。 

ＳＤＧｓ
エスディージーズ

では様々な問題の同時解決を目指しています。 
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地球温暖化の原因とされる温室効果ガスについて、みよし市では市

民一人あたりの CO2 排出量が平成 20年時点では 9.0t -CO₂でしたが、

平成 29 年には 16.8t-CO₂と増加しています。今後はこれまで以上に

削減に向けた取り組みを進め、令和 12 年までの間に 12.6t-CO₂に削

減することを目標としています。 

 

  

省エネルギーに対する意識を高め、省エネ機器の導入や節電に取り組みます。また、太陽光発電な

どの再生可能エネルギーの活用を推進し、市全体での地球温暖化対策を進めます。 

例：創・省エネルギーの推進
すいしん

  

市内の住宅に太陽光発電システムや燃料電池システム等を設置する費用の

一部を補助しています。 

例：緑のカーテン設置事業  

夏の省エネルギーや地球温暖化防止対策の一環として、公共施設、小中学

校、保育園、幼稚園で設置するとともに、市民の皆さんに「緑のカーテン」

用の苗の無料配布を行っています。 

燃費の良い電気自動車・燃料電池自動車・プラグインハイブリッド自動車などの低公害車（エコカ

ー）の普及
ふきゅう

促進
そくしん

や、電車・バスなどの公共交通機関や自転車が利用しやすくなるような整備を行い、

自家用車に頼りすぎないライフスタイルの実現を目指します。 

例：公共交通機関への交通手段の転換
て ん か ん

 

さんさんバスの運行本数を増やすなど、公共交通機関の利用を促進
そくしん

します。 

例：低公害車の導入や利用の推進
すいしん

 

市民・事業者の低公害車購入のための費用の一部を補助しています。 

地球温暖化の問題には、私たちの生活とエネルギーの消費

の変化が深く関わっています。地球の表面を覆
おお

っている大気

には、太陽光によって温められた地表の熱が宇宙空間へ逃げ

るのを防いで、気候を温暖に保つはたらきがあります。 

このはたらきを温室効果と呼び、温室効果をもっている大

気中の二酸化炭素（CO２）、メタン（CH4）、一酸化二窒素
ち っ そ

（N２

O）などの気体を温室効果ガスと呼びます。 

左︓昔の地球／右︓今の地球 

目標 １ 脱炭素のまちづくり 
●創・省エネルギーなどの技術

ぎじゅつ

革新
かくしん

やビジネス創出
そうしゅつ

によ

り経済が活性化している。 

●太陽光発電などの導入により、無理のない低炭素型
ていたんそがた

の暮

らしが定着している。 

ＣＯ₂排出量の削減
さくげん

 数字で見る目標 

地球温暖化対策への対応 実現に向けた取り組み① 

環境負荷の少ない交通の推進 実現に向けた取り組み② 

エネルギーと地球温暖化 Step1 気づこう 

9.0t-CO₂

�6.8t-CO₂

��.6t-CO₂

0
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20

H20 H29 R12

市⺠⼀⼈当たりのCO₂排出量（ｔ-CO₂）
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自動車や機械を動かすエネルギーとして、石油・石炭など

の化石燃料が大量に消費されると、大気中に多くの CO２が排

出されます。大気中の温室効果ガスが増加すると温室効果が

強まってしまうため、地球温暖化が進行すると考えられてい

ます。平成 17 年から令和１年にかけて CO₂排出量は減少し

ているものの地球温暖化の防止のためにはさらに減少させ

ていく必要があります。 

 
 

それぞれの家庭で消費している電⼒やガスのレシートから、1 か月間に排出される CO２の量を計

算してみましょう。 

①電気、ガスなどの使⽤量を求める  

電気、水道、ガスの利⽤明細、ガソリン給油時のレシートを⽤意し、家庭の 1 か月の使⽤量

を調べます。可燃ごみの重さは、ごみ出しの時に毎回計測します。 

②CO₂ 排出量を計算する。 

電気、水道、ガスの使⽤量、可燃ごみの重さに排出係数（※）をかけることで、それぞれの家

庭から発生する CO２量を求めます。 

●電気使⽤量（kWh） × 0.43（排出係数） = kg-CO₂ (ア) 

●都市ガス使⽤量（m3） × 2.20（排出係数） = kg-CO₂ (イ) 

●LP(プロパン)ガス使⽤量（m3） × 6.0 （排出係数） = kg-CO₂ (ウ) 

●水道使⽤量×1/2（m3） × 0.23（排出係数） = kg-CO₂ (エ) 

●ガソリン使⽤量（L） × 2.3 （排出係数） = kg-CO₂ (オ) 

●可燃ごみの量（kg） × 0.34（排出係数） = kg-CO₂ (カ) 

1 か月の CO2 排出量＝(ア)〜(カ)の合計  kg-CO₂ 

※排出係数︓資源の使⽤量とそれを利⽤・処理する際に発生する CO2 量との関係を表す数値 

※水道は 2 か月分の利⽤明細のため、1/2 を乗じます 

（注︓電気の排出係数は 2019 年度の中部電⼒の実績値） 

 

節 水 洗顔、⻭みがきの時に水道の水を出しっぱなしにせず、こまめに⽌めましょう。 ✔ 

節 電 ⾒たいテレビ番組を選び、利⽤時間を減らして電⼒消費を減らしましょう。 ✔ 

省エネ 

製 品 

家電製品を購 入
こうにゅう

する時は、省エネ型のエアコンや LED 電球など、CO2 排出量

の少ない製品を選びましょう。 
✔ 

打ち水 
夏の朝と夕方には家の前で打ち水をして、エアコンを使わずに涼

すず

しさを保ちま

しょう。 
✔ 

スマート 
ムーブ 

通勤・通学には⾃転⾞・電⾞・バスなど CO２排出量の少ない公共交通機関を使いま
しょう。 ✔ 

エコカーへの買い替
か

えやエコドライブなど、⾃動⾞の利⽤を⼯夫しましょう。 ✔ 

0

500

1000

1500

H17 R1

⽇本の温室効果ガス排出量（百万t-CO₂）

二酸化炭素

（CO2）

メタン

（CH4）

⼀酸化二窒素

（N2O）

�,���百万t-CO₂

�,��6百万t-CO₂

家庭からのＣＯ２排出量 Step2 調べよう、Step3 考えよう
うう 

「低炭素社会のためにできること」チェックリスト Step４ 実⾏しよう 個 ６ 

（注︓N2O、CH4 の値はそれぞれの温室効果の大きさを CO2 に置き換えたもの） 
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みよし市では、森や水辺などの自然を将来にわたって保全していくとともに、市民の暮らしとさま

ざまな生きものが共生できる自然共生のまちの実現を目指します。市街地
し が い ち

の開発などによってみよ

し市の豊かな自然が失われないよう、ため池の水質の向上や緑被率
りょくひりつ

（※）の維持
い じ

を目標とし、快適な

生活環境をつくっていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

（※緑被率︓森林や畑などの緑でおおわれた⼟地の割合） 

森や雑
ぞう

木林
きばやし

の緑、池や川などの水辺環境を保全・整備し、生きものの生息
せいそく

環境と自然を守ります。 

公園や道路、公共施設の緑化、住宅や事業所などへの生垣や屋上・壁面
へきめん

緑化など、身近な場所に緑を増やします。 

市民や市内に住む全ての生きものが安全で快適に暮らせる環境づくりのために、大気や水質、騒音
そうおん

・

振動
しんどう

及び悪 臭
あくしゅう

について、環境省の定める環 境
かんきょう

基準
きじゅん

の達成に努めます。 

また、ごみの野焼きや生活排水処理などの、生活公害について市民の皆さんに周知
しゅうち

します。 

公共施設のバリアフリー化や自転車専用道を確保した道路整備により、すべての市民が快適に安全

で利用できるまちづくりを進めます。また、環境美化に関する取り組みの推進や、歴史・文化的資源

を活用したまちづくりに努めます。 

 

「水」、「大気」、「⼟」、「太陽の光」、そしてこれらに支えられて生きる「さまざまな野生の生きも

の」主にこれら５つの要素が複雑に関係しあって成り⽴つ⾃然のしくみを、⾃然生態系といいます。

⾃然生態系は私たちの生活に⽋かすことのできない⾷料や、水、木材や紙などを与えてくれる私たち

社会の⼟台であり、重要な財産です。この⾃然生態系を守っていくためには、特定の生きものだけを

目標２ 自然共生のまちづくり 

●多様な自然と風土を適切に保全するとともに、豊かな

生態
せいたい

系
けい

ネットワークがまちの中に息づいている。 

緑の確保・水辺環境の保全 数字で見る目標 

豊かな自然の保全・再生 実現に向けた取り組み① 

身近な緑の保全・創出 実現に向けた取り組み② 

公害対策の推進 実現に向けた取り組み③ 

快適で人にやさしい都市空間の形成 実現に向けた取り組み④ 

⾃然生態系の危機 Step1 気づこう 
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保護するのではなく、その地域ごとの⾃然生態系に含まれる要素全て

を守っていくことが重要になります。 

しかし近年、⼟地の開発や、地球温暖化などの大きな環境の変化、

人間により他の地域から持ち込まれた外来種の繁 殖
はんしょく

などが原因で⾃

然生態系のバランスが崩れてきています。愛知県には現在、約 11,900

種の動物と約 4,200 種もの植物が生息していますが、その内の約 6％

に当たる 848 種が絶滅
ぜつめつ

のおそれがあるとされています。 

将来の世代に⾃然生態系のもたらす恵みを引き継いでいくために

も今ある⾃然生態系を守っていくために、何ができるか考える必要が

あります。 

 

 

私たちのまわりに住んでいる生きものにも地域にもともと住んでいる生きもの（在来種）と地域

の外からやってきた生きもの（外来種）がいます。身近な生きものがどちらの種なのか調べてみま

しょう。 

 

 

⾃然観察 森や⾃然の中に出かけ、生きものや草花を観察してみましょう。 ✔ 

ペット ペットは責任を持って最後まで面倒
めんどう

をみて、野外に放さないようにしましょう。 ✔ 

旬
しゅん

の⾷材 旬の農産物を選ぶなど、⾃然の恵みを感じる⾷生活を心掛
こころが

けましょう。 ✔ 

有機
ゆ う き

栽培
さいばい

 ⾃宅の庭で、農薬を使わず生きものにやさしい野菜づくりを始めましょう。 ✔ 

庭づくり ⾃宅の庭に、地域の生物のすみかとなる木を植えましょう。 ✔ 

出典︓⽇本生態系協会 HP 

身のまわりの在来種と外来種 Step2 調べよう、Step3 考えよう 

「⾃然共生社会のためにできること」チェックリスト Step4 実⾏しよう 

 

在来種    

ハッチョウトンボ 
体⻑が 2cm ほどしかない世界最
小のトンボ。モウセンゴケやミズ
ゴケが生える明るい湿地に生息し
ています。 
 

 
ミカワツツジ 

名前の通り三河地方に生えている
ヤマツツジの一種。葉と花が小さ
いことが特徴で、4〜6 月ごろに
紅紫色の花をさかせます。 

 
 

      外来種 

ミシシッピアカミミガメ 
子ガメは「ミドリガメ」と呼ばれ
ている南アメリカ原産のカメ。ペ
ットとして飼いきれなくなり、捨
てられたものが増え、在来種のカ
メの住む場所をうばっています。 

 
セイヨウタンポポ 

ヨーロッパ原産のタンポポ。在来
種のタンポポとよく似ています
が、花の下の緑の部分（総苞⽚︓
そうほうへん）が反り返っている
ものがセイヨウタンポポです。 
 
 
 
 

 

その他に⾒つけた在来種を書いてみよう 
 
 
 

その他に⾒つけた外来種を書いてみよう 
 
 
 

出典︓国⽴環境研究所 HP 

個 ５ 
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みよし市では、ごみの分別収集や４ Ｒ
よんアール

（Redude
リデュース

:ごみの減量、Refuse
リフューズ

:不要なものの辞退、Reuse
リユース

:再

利用、Recycle
リ サ イ ク ル

:再資源化）、リサイクルステーションの増設
ぞうせつ

などを進め、ごみの減量化の目標として

市民一人１日当たりの家庭系ごみの排出量を令和 12 年までに 475ｇに削減することを目指します。

また、資源循環の目標として、令和 12年までにリサイクル率（※）を 28.4％に引き上げることを目

指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（リサイクル率︓年間ごみ総排出量のうち資源化された割合） 

 

マイバッグの利用やごみの分別、食品ロスの削減
さくげん

やペーパーレス化、再利用・再資源化可能な商品

の購 入
こうにゅう

など、市民一人一人が４Ｒを意識して、市全体でごみの減量と資源化に取り組みます。 

 

例：リサイクルステーションによる資源回収 

再資源化する家庭ごみを収集するためのリサイクルステーション

を市内に 3 か所設置しています。 

 

地域で採
と

れた農作物を地域で消費する地産地消
ちさんちしょう

の取り組みを促

進し、食料を輸送
ゆ そ う

することによって出る温室効果ガスを減らしま

す。また雨水
う す い

の利用など節水に努め、限りある水を大切にする取

り組みを進めます。 

 

例：地産地消
ち さ ん ち し ょ う

の啓発
けいはつ

 

「産直マップ」により、地元の農産物を販売
はんばい

する産直施設

や産直コーナーの情報を発信しています。 

 

 

目標３ 循環型のまちづくり 
●廃棄物減量化がさらに進み、小型家電など資源の有効利

用が実現している。 

●ごみ出し・収集での高齢者対策、有害物質対策や、災害

廃棄物対策などの仕組みが構築されている。 

ごみの減量化と資源化 数字で見る目標 

資源の循環利用の推進 実現に向けた取り組み① 

資源の地域循環 実現に向けた取り組み② 
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みよし市の家庭や職場から回収されたご

みは、東郷町にある東郷美化センターなど

に集められ、処理されています。 

収集されたごみは、焼却されたり、圧 縮
あっしゅく

・

破砕
は さ い

されて体積を減らした後、再び資源と

して利⽤されるか、資源化の難しいものは

埋
う

め⽴て処分されます。 

資源化されたごみは、新たな製品に生ま

れ変わり、再び家庭や職場で使⽤されます。 

 

 

みよし市では、「燃やすごみ」、「⾦属ごみ」、「陶磁器・ガラスごみ」、「再利⽤資源（びん・かん・

ペットボトル）」、「粗大ごみ」に加え、令和 2 年 4 月からは「プラスチック製容器包装」の収集を

⾏っています。正しく分別することが、再び資源として利⽤するために大切なことになります。

私たちがふだん使っているものはどのように分別すればよいか調べてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Reduce
リ デ ュ ー ス

 ⾷料品などは必要なだけ買うようにし、⾷べ残し等を減らす⼯夫をしましょう。 ✔ 

Refuse
リ フ ュ ー ズ

 マイバックで買い物にでかけてレジ袋をもらわないようにしましょう。 ✔ 

Reuse
リ ユ ー ス

 
フリーマーケットやリサイクルショップを積極的に利⽤しましょう。 ✔ 

シャンプーなどの製品は、詰
つ

め替え⽤のパッケージを選びましょう。 ✔ 

Recycle
リ サ イ ク ル

 
エコマークや再生紙利⽤マークなどのついた商品を買うようにしましょう。 ✔ 

いらなくなった新聞や雑誌などを、市内のリサイクルステーションに持ちこん
で再資源化しましょう。 

✔ 

地産地消 地域でとれた農産物を選んで買うようにしましょう。 ✔ 

みよし市のごみの分別 Step2 調べよう、Step3 考えよう 

「循環型社会のためにできること」チェックリスト Step４ 実⾏しよう 

①生ごみ 

⑥ねじ 

③⾷器 

⑦タンス 

④空き缶 

⑤ペットボトル 

②コンビニ弁当
の容器 

⑧お菓子の袋 

左の絵から番号を選んでみましょう。 
 

燃やすごみ        （    ） 

⾦属ごみ         （    ） 

陶磁器・ガラスごみ    （    ） 

再利⽤資源                (        ) 

(びん・かん・ペットボトル)                

粗大ごみ         （    ） 

プラスチック製容器包装   （    ） 
個 ７ 

答え  燃やすごみ:①、⾦属ごみ:⑥、陶磁器・ガラスごみ:③、再利⽤資源(びん・かん・ペットボトル):④,⑤、 
粗大ごみ:⑦、プラスチック製容器包装:②,⑧ 

ごみの処理方法 Step1 気づこう 
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近年、大規模
だ い き ぼ

な気象災害
さいがい

が多発しているの

は、地球温暖化がその一因
いちいん

とも言われていま

す。市内での川の氾濫
はんらん

による災害
さいがい

を防ぐため、

令和 12 年までに市内の川の改 修
かいしゅう

率の 64％を

目指します。また、水や大気をきれいにする取

り組みや、道路・施設
し せ つ

のバリアフリー化を進め

て、安全で快適な生活環境を目指します。 

 

市民の皆さんが安全・安心で快適に暮らせるよう、大気・水質の汚染や騒音
そうおん

・振動
しんどう

および悪臭の防

止に取り組みます。 

 

市民の皆さんにとって安全で安心な生活環境とするために、公共施設のバリアフリー化や、歩道・

自転車専用道の整備
せ い び

など、人にやさしい施設整備
せ い び

を行います。また、美しい都市景観
けいかん

の形成に努め、

歴史的・文化的資源を活用したまちづくりを行います。 

 

地球温暖化の進行などが原因で、近年大規模な自然災害が頻繁
ひんぱん

に起こってい

ます。自然災害が起こったときに、大きな被害が生じないような森林・河川づ

くりや、災害時の暮らしを支える社会基盤を整えるなど災害に備
そな

えたまちづ

くりを行います。 

   

地球温暖化により起こっている身のまわりの危険から、安全・安心に生活できる環境を整える必

要があります。 

●陸地が減る 

南極
なんきょく

や北極
ほっきょく

海
かい

の氷がとけ始めているのが観測されています。氷がとける

と、海水面が上昇し、陸地が減るおそれがあります。 

●食べ物や⽔が減る 

最近は異常
いじょう

気象
きしょう

とよばれる現象
げんしょう

が多く、豪雨や暴風雨
ぼ う ふ う う

、洪水やかんばつが世界中で深刻
しんこく

な被害
ひ が い

を

引き起こしています。⽇本でも強い台風が多く発生し、農作物に大きな被害が出ています。 

安全・安心のまちづくりの推進 数字で見る目標 

目標４ 安全・安心のまちづくり 
●生活環境が汚染されることなく健全に維持

い じ

され、起こ

りうる気候変動や災害に備えたまちづくりによって、 

市民の健康と安全が守られている。 

環境汚染の防止とリスク低減 実現に向けた取り組み① 

良好な生活環境 実現に向けた取り組み② 

災害に強いまちづくり 実現に向けた取り組み➂ 

地球温暖化がひきおこす問題 Step1 気づこう 
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●病気になる可能性が高くなる 

夏の暑さで熱中症で救 急
きゅうきゅう

搬送
はんそう

される人が毎年たくさんいます。また、熱帯の地域の病気マラリア

などが気温上昇により⽇本でも発生する可能性があると言われています。 

 

大地震、大雨による洪水、⼟砂災害など⾃然災害はいつ、どのような形で私たちの生活に影響を及

ぼすかわかりません。そんな災害による被害を少しでも減らせるように私たちは防災・減災対策に取

り組んでいかなければなりません。そのためには、「⾃助」、「共助」、「公助」の「３助」が重要と言

われています。 

「⾃助」、「共助」について⽇常でできること、災害が起こった時にできることについて調べてみま

しょう。 

 

●「自助
じ じ ょ

」⾃らのことを⾃らで守る 

●「共助
きょうじょ

」地域の人で助け合い、支えあう  

●「公
こう

助
じょ

」⾃治体などの安全・安心の対策 

 

 

 

水 
汚れた水を流さないように⼯夫したり、洗剤を使いすぎないようにして水を汚

さないようにしましょう。 
✔ 

音 近隣の迷惑になるような大きな音を発生させないようにしましょう。 ✔ 

ごみ 
ポイ捨てをしないようにしましょう。 ✔ 

⾷べ物を残さず、⾷べられるだけ買い物するようにしましょう。 ✔ 

景色・風景 住んでいる地域の景色や風景を大事にしましょう。 ✔ 

温暖化対策 

夏期に図書館や 商 業
しょうぎょう

施設
し せ つ

など、⾃宅で冷房を使⽤せず冷房の効
き

いた建物で過

ごしましょう（クールシェア）。 
✔ 

早めに夏の軽装
けいそう

を開始しましょう。 ✔ 

災害から安全・安心な生活を守るためにできること Step2 調べよう、Step3 考えよう 

⽇常 
 
災害時 

「安全・安心のためにできること」チェックリスト Step４ 実⾏しよう 

⽇常 
 
災害時 

個 ７ 
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多様化する環境問題の解決のためには、市民や事業者が市（行政）と協 働
きょうどう

して主体的に取り組むこ

とが必要です。学校、地域での環境教育を通じて意識を高め、環境問題に各主体が協 働
きょうどう

で取り組む

べきと感じる市民の割合を、令和 12 年までに市の人口の 70％まで増やすことを目指します。また、

環境保全に取り組む団体の登録数を増やし、環境情報の収集・発信にも努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境学習の推進として、学校教育を通じて自然とふれあえる体験学習

や、市民が環境について幅広く学ぶことのできる学習環境の充実を図り

ます。また環境教育に関する調査・研究結果を取り入れた学習プログラ

ムの実施
じ っ し

や学校校舎のエコ改 修
かいしゅう

なども進めます。 

 

広報紙やホームページを活用して、環境に関する情報を市民・事業者・

市（行政）が共有できる取り組みを進めます。また、市内のネットワー

クだけでなく、他の市町村や地域とのネットワークも利用した活動や取

り組みを推進します。 

 

みよし市では地域の河川やため池での清掃活動や、「市内一⻫環境美化

の⽇」での道路や公園の清掃活動を定期的に⾏っています。毎回多くの

市⺠の皆さんが参加し、参加者同⼠で会話を楽しみながらごみを拾い、

交流を深めています。

目標５ 協働による環境⾏動のまちづくり 

●市民一人一人が環境に対する関心や自覚を

高め、環境に配慮した選択ができている。 

環境意識の向上 数字で見る目標 

環境学習の推進 実現に向けた取り組み① 

環境保全行動の推進 実現に向けた取り組み② 

身の回りにある協働 Step1 気づこう 
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国や県の取り組みを調べよう 

国や県から毎年発表されている「環境⽩書」には、様々な環

境問題を引き起こしている原因やこれまでの変化、環境問題

に対する様々な取り組みなどについてまとめられています。 

さらに、「環境⽩書」の内容を小学生、中学生向けに分かりや

すく解説した「こども環境⽩書」もあります。その他にもイ

ンターネットなどを使って様々な⾏政の取り組みや最新情

報などを調べることができます。 

 

 

 

市役所の施設を利⽤して調べよう 

みよし市では、環境に関する様々な情報や市の取り組みの発

信を「みよし情報プラザ（市役所 1 階）、「みよし市図書館学

習交流プラザ（サンライブ）」などで⾏っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域活動 地域で⾏っている公園や河川などの清掃
せいそう

活動に参加しましょう。 ✔ 

環境学習 
環境問題に対する取り組みを紹介するイベントやフォーラムに参加しまし

ょう。 
✔ 

調査活動 市や環境活動団体が実施している環境調査活動に参加しましょう。 ✔ 

 

 

 

0〜10 個 環境にやさしいライフスタイルに向けて、まだまだできることがあります。 

水の出しっぱなしや電気の消し忘れ、ごみの分別など、身近な生活習慣を⾒直すこと

から始めていきましょう。 

11〜20 個 環境問題について関心を持ち、環境にやさしいライフスタイルを確⽴するために⽇々

の生活の中で⼯夫しています。これまで取り組んでこなかった⾏動についても調べ、

積極的にチャレンジしていきましょう。 

21〜28 個 環境問題について強い問題意識を持ち、環境にやさしいライフスタイルを確⽴してい

ます。地域の活動に参加するなどして、環境への取り組みを多くの人に伝える役割を

果たすことができるでしょう。 

 

こども環境⽩書︓https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/kodomo.html 

環境学習に役⽴つ教材・施設 Step2 調べよう、Step3 考えよう 

 ここまでの✔の合計数を数えてみましょう 

【評価】 

「協働のためにできること」チェックリスト Step４ 実⾏しよう 

個 
28 

みよし情報プラザ 

個 ３ 
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